
チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ 工夫している点

課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

①
利用定員が指導訓練室等スペースと

の関係で適切であるか
4 3 0

ゾーン分けしたり、

無くしたり、活動に

よって変化させてい

る.

仕切りを活用しス

ペースを使い分けて

いるが狭く感じる.

宿題するスペースと

自由遊びするところ

を分けています。

地域の公園や、体育館などの利用

と、活動内容や、配置の工夫をする.

宿題に集中できるようにカーテン閉

めたりしています。

1フロアのため見通しは良いが、自由

活動時等は遊べる範囲に制限がある

為、時間で交代したり事前に利用

ルールを決めて活動を行う。

② 職員の配置数は適切であるか 4 3 0

全体を見る人とマン

ツーでサポートする

人を作る。

配置加算が取れてい

る。

学校お迎え時間に遅

れないようにしてい

ます。

１事業所だけで見ないで、全体での

調整を行う。

交通状態を考えて余裕をもって、ス

ケジュールを考えています。

③
事業所の設備等について、バリアフ

リー化の配慮が適切になされている

か

6 1 0

難しいところは、

個々に応じてスタッ

フがサポートする。

段差がない。

ドアにより外に出れるので危ない面

もある。

靴を履くところをわかりやすくして

います。

④
業務改善を進めるためのPDCAサイク

ル（目標設定と振り返り）に、広く

社員が参画しているか
7 0 0

わからないところは

聞いて確認して進め

ています。

日誌や長目を活用し

て、振り返りを行

なっている。

こまめにスタッフ間で意見を交わし

たり、LINEworksを用いて共有して

います。

⑤

保護者等向けの評価表を活用する等

によりアンケート調査を実施して保

護者等の意向等を把握し、業務改善

につなげているか

6 1 0

保護者アンケートの
実施。
送迎時の保護者から
の要望は、報告して
相談して回答してい
ます。

課題は、その時の状況を説明して相
談して判断できるようにしていま
す。

⑥
この自己評価の結果を、事業所の会

報やホームページ等で公開している

か

6 1 0

⑦
第三者による外部評価を行い、評価

結果を業務改善につなげているか
6 1 0

常に良い支援環境に
なるように考えてい
ます。

気になることがあったらすぐに確認
して、改善するようにしています。

⑧
職員の資質の向上を行うために、研

修の機会を確保しているか
7 0 0

研修動画をパソコン
でいつでも見られる
ようになってます。
定期的に支援研修を
行っている。
見たい研修の動画も
見ることができまし
た。

パート勤務なので、勤務時間内に見
られない。
研修で学んだ支援をどのようにする
か相談して試しています。
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⑨

アセスメントを適切に行い、子ども

と保護者のニーズや課題を客観的に

分析した上で、放課後等デイサービ

ス計画を作成しているか

7 0 0

スタッフ間で話し合
いしている。
アクティビティでど
のように支援するか
相談して支援してい
ます。

もっと知識を深める。
この支援の方法面で良かったかを報
告して、支援の方法を試していま
す。

⑩
子どもの適応行動の状況を図るため

に、標準化されたアセスメントツー

ルを使用しているか
7 0 0

その都度合ったもの
を使う。
声かけも状況を見て
適切にしています。

より詳しくわかるように知識を深め
る。
声かけしても改善しないときは、ど
のような声かけが良いか相談してい
ます。

⑪
活動プログラムの立案をチームで

行っているか
7 0 0

スタッフ間で話し合
う。
このように進めたい
と相談して、行う人
数が適正か相談して
います。

知識を深める。
説明の仕方や、見本の作り方を更に
わかりやすく改善したいです。

⑫
活動プログラムが固定化しないよう

工夫しているか
7 0 0

予約表を作るときに
同じにならないよう
にしている。
必ず同じ曜日に偏っ
ていないか確認して
います。

利用者に合わせて変えていく。
曜日で偏っていて、参加できないこ
とがないように確認しています。

⑬
平日、休日、長期休暇に応じて、課

題をきめ細やかに設定して支援して

いるか

7 0 0

イベントでお出かけ
などの場所をさまざ
ま変えている。
休日、長期休暇の時
間を意識して学習タ
イムでプリントをし
ています。

平日でできた課題も、長期休暇で、
継続して取り組めるようにしていま
す。

⑭

子どもの状況に応じて、個別活動と

集団活動を適宜組み合わせて放課後

等デイサービス計画を作成している

か

7 0 0

年齢、発達に応じて
同じアクティビティ
でも、難易度などを
変えている。
子どもたちのできる
活動を把握して支援
しています。

集団の中でも、もっと個別に目標な
ども含めて支援できるよう、スタッ
フ間で共通意識をもつ。
できた達成感を味わえて、表現した
いものを作製できるように、支援し
ています。

⑮
支援開始前には職員間で必ず打合せ

をし、その日に行われる支援の内容

や役割分担について確認しているか

7 0 0

気になったことなど
も話したり、聞いた
りしている。
支援の方法を共有で
きるように確認して
います。

少し早めに出勤して、業務をサポー
トして、時間をつくる。
支援している途中でもわからないと
ころは確認して進めています。

⑯

支援終了後には、職員間で必ず打合

せをし、その日行われた支援の振り

返りを行い、気付いた点等を共有し

ているか

6 0 0

最後の時間までいな
いので、気づいたと
きに伝達している。
この支援と声かけで
良かったのか状況を
報告しています。

特に気になることは文書に残して、
また話し合う時間をつくる。
別の支援の方法が良かったときは共
有して、次回に支援しています。

⑰
日々の支援に関して正しく記録をと

ることを徹底し、支援の検証・改善

につなげているか
6 1 0

なるべくメモや、口
頭で伝える。
終礼で報告して書い
て、共有したいこと
は、ワークスで共有
しています。

忙しくても書く。
ワークスで共有して、送迎時の忘れ
物も減りました。

⑱
定期的にモニタリングを行い、放課

後等デイサービス計画の見直しの必

要性を判断しているか

6 1 0
支援の声かけも工夫
しています。

課題も継続して頑張れるように声か
けしています。

⑲
ガイドラインの総則の基本活動を複

数組み合わせて支援を行っているか
5 2 0

わからないことは相
談して確認して支援
しています。

まず総則を知る。
この支援と声かけで良いか相談して
支援しています。

⑳

障害児相談支援事業所のサービス担

当者会議にその子どもの状況に精通

した最もふさわしい者が参画してい

るか

6 1 0
家庭での様子を質問
して共有していま
す。

支援の仕方を改善できるように、家
庭と学校の様子を質問して共有して
います。
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㉑

学校との情報共有（年間計画・行事

予定等の交換、子どもの下校時刻の

確認等）、連絡の調整（送迎時の対

応、トラブル発生時の連絡）を適切

に行っているか

7 0 0
時間割をチェックし
たり、トラブルの報
告を見る。

困ったときの対応マニュアルを定期
的に見る。

㉒
医療的ケアが必要な子どもを受け入

れる場合は、子どもの主治医等と連

絡体制を整えているか

1 5 1

連絡帳に処方箋のあ
る子は確認できるよ
うにしています。
かかりつけ医はい
る。

間違いないように確認して支援して
います。

㉓

就学前に利用していた保育所や幼稚

園、認定こども園、児童発達支援事

業所等との間で情報共有と相互理解

に努めているか

5 1 1
あまり聞いたことが
ない。

フェイスシートなどで、まずはどこ
に通っていたかを把握しておく。

㉔

学校を卒業し、放課後等デイサービ

ス事業所から障害福祉サービス事業

所等へ移行する場合、それまでの支

援内容等の情報を提供する等してい

るか

3 4 0
障害者福祉サービス
を使う方がいない。

㉕
児童発達支援センターや発達障害者

支援センター等の専門機関と連携

し、助言や研修を受けているか

3 4 0
良い支援や声かけの
助言は活用していま
す。

課題に取り組む方法を共有していま
す。

㉖
放課後児童クラブや児童館との交流

や、障害のない子どもと活動する機

会があるか

0 3 4

学校お迎え時等にあ
いさつをする。放課
後デイのわかりやす
い説明を他の子供に
できるようにしてい
る。
コロナにより出来て
いない。

交流できる機会にはお互いにわかり
合えるようにしたいです。

㉗
（地域自立支援）協議会等へ積極的

に参加しているか
0 3 4

㉘
日頃から子どもの状況を保護者と伝

え合い、子どもの発達の状況や課題

について共通理解を持っているか

6 1 0 その日の出来事を伝えています。

㉙
保護者の対応力の向上を図る観点か

ら、保護者に対してペアレント・ト

レーニング等の支援を行っているか

1 5 1

動いている段階.

どのような声かけと

状況かを説明して伝

えています。

連絡帳の写真も見せて支援の状況を

わかりやすく説明しています。

㉚
運営規定、支援の内容、利用者負担

等について丁寧な説明を行っている

か

7 0 0

文書、メール、電話

などで、いつでも対

応している.

保護者からも聞きやすい関係を築く

㉛
保護者からの子育ての悩み等に対す

る相談に適切に応じ、必要な助言と

支援を行っているか

7 0 0
その場でお答えした

りができている.

支援の内容を伝えて、共有できるよ

うに家庭での様子も聞き、共有して

います

㉜
父母の会の活動を支援したり、保護

者会等を開催する等により、保護者

同士の連携を支援しているか

0 6 1

コロナによりあまり

出来ておらずzoom等

でしている

㉝

子どもや保護者からの苦情につい

て、対応の体制を整備するととも

に、子どもや保護者に周知し、苦情

があった場合に迅速かつ適切に対応

しているか

7 0 0
すぐにお伝えしてい

る

苦情になる前に意見をもらって改善

する.

㉞

定期的に会報等を発行し、活動概要

や行事予定、連絡体制等の情報を子

どもや保護者に対して発信している

か

5 2 0

わかりやすく行事予

定をチラシでも知ら

せています。

チラシで視覚的にもわかりやすく伝

えています。

㉟ 個人情報に十分注意しているか 7 0 0

スケジュール表は落

とさないように身に

つけるカバンに入れ

ています。

個人情報の記載された紙はポケット

に入れたりしないようにしていま

す。

㊱
障害のある子どもや保護者との意思

の疎通や情報伝達のための配慮をし

ているか

7 0 0
良かったところをた

くさん伝える。

メンタルや、健康状態によっても受

け取り方は違うので、良くないこと

を伝えるときには配慮する
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㊲
事業所の行事に地域住民を招待する

等地域に開かれた事業運営を図って

いるか

0 4 3
まだしたことがな

い。
やる方法を考える。

㊳
緊急時対応マニュアル、防犯マニュ

アル、感染症対応マニュアルを策定

し、職員や保護者に周知しているか

5 2 0

目につくところに

貼っている。

必ずインターホン確

認してドアを開けま

す。

定期的に周知する。

㊴
非常災害の発生に備え、定期的に避

難、救出その他必要な訓練を行って

いるか

7 0 0

災害の種類によって

避難の仕方をかえ

る。

手を離して道路の端を歩かない等

ルールも確認しています。

㊵
虐待を防止するため、職員の研修機

会を確保する等、適切な対応をして

いるか

7 0 0

どの状況が虐待にな

るかを再認識してい

ます。

安全の為に手を引っ張るときは、必

ずその後に状況を管理者や保護者へ

伝えています。

㊶

どのような場合にやむを得ず身体拘

束を行うかについて、組織的に決定

し、子どもや保護者に事前に十分に

説明し了解を得た上で、放課後等デ

イサービス計画に記載しているか

7 0 0
問題意識をもって行

動する。
スタッフ間でも意見し合う。

㊷
食物アレルギーのある子どもについ

て、医師の指示所に基づく対応がさ

れているか

4 3 0
フェイスシートを確

認している。

急なアレルギーにも対応できるよう

定期的に研修する。

㊸
ヒヤリハット事例集を作成して事業

所内で共有しているか
7 0 0

すぐに手に取れると

ころにある。
定期的に確認する。
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